
DCBを用いたEVTにおけるレーザ血流計測定の評価

Ⅰ.研究目的

EVTにおいてDCBは通常バルーン治療と比較して再発率を低下させ、良好な遠隔期成績が報告され
ている。一方でDCB治療後に一過性の末梢血流低下を来す症例も経験され、末梢循環への影響は
充分に検討されていない。本研究ではDCB治療前後の下肢血流動態をLDFを用いて評価したため報
告する。

Ⅱ.研究方法

2025年3月から10月までSFA狭窄に対してDCB治療を行った18名を対象に治療前後及び術翌日に血
流量を測定した。治療後と術翌日の血流量が共に増加した症例をup群、治療後もしくは術翌日の
どちらか一方において血流量が減少した症例をdown群とし、血流変化量、ABI、バルーン薬剤量
を比較した。

Ⅲ.結果

up群は12名、down群は6名であった。Up群の治療後血流変化量の中央値は[四分位範囲]は1.9
[1.4-2.3]、down群は0.65[0.38-0.81]とup群の変化量が有意に大きかった(p=0.001)。術翌日血
流変化量はup群で1.57[1.23-2.10]、down群で1.05[0.76-1.24]とup群の変化量が有意に大きかっ
た(p=0.025)。Up群のABI変化量は0.14[0.08-0.26]、down群は0.20[0.17-0.51]といずれも上昇
し、変化量は両群で有意差は認めなかった(p=0.174)。up群の薬剤量は7733[5895-9596]μg、
down群は10850[9008-11741]μgとup群で薬剤量は少ない傾向であった(p=0.111)。

Ⅳ.考察

本研究では、DCB治療後に血流量低下を6例認めたが、いずれもの症例においてもABIは改善して
おり、現時点での臨床的意義は明らかではない。血流量低下群では薬剤量が多い傾向を認めたも
のの、薬剤量との直接的な関連性について慎重な解釈が必要である。

Ⅴ.結論

LDFを用いることで、EVT前後における治療部位の末梢循環を簡便に評価できる可能性が示唆され
た。EVT前後の微小循環血流の変化が臨床予後に及ぼす影響については、今後さらなる検討が必
要である。
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